
第
１
４
７
回
地
方
本
部
委
員

会
は
、
勝
田
副
委
員
長
の
司
会

で
は
じ
ま
り
、
地
方
本
部
役
員

７
名
中
７
名
、
地
方
委
員
４
名

中
３
名
、
10
名
の
出
席
を
確
認

し
て
委
員
会
の
成
立
を
宣
言
し

た
。
議
長
に
は
杉
本
委
員
（
岡

山
連
合
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

小
林
委
員
長
が
執
行
部
を
代

表
し
25
春
闘
・
公
共
交
通
を
守

り
、
安
全
を
確
保
す
る
課
題
・

組
織
強
化
・
拡
大
な
ど
に
ふ
れ
、

あ
い
さ
つ
し
た
。

来
賓
で
は
、
県
労
会
議
石
村

事
務
局
次
長
に
参
加
し
て
頂
き

ま
し
た
。
こ
う
言
っ
た
場
で
の

高
尚
な
発
言
は
出
来
な
い
の
で

す
が
ま
ず
は
私
自
身
の
話
を
さ

せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
始
り
自
身
の
話
で
旅
が
好
き

で
鉄
道
を
よ
く
使
わ
せ
て
頂
い

て
い
る
事
、
方
向
音
痴
で
あ
る

な
ど
を
踏
ま
え
て
有
人
駅
や
駅

員
が
居
て
快
適
で
安
心
し
て
正

確
な
時
間
に
目
的
地
に
た
ど
り

着
け
る
事
が
鉄
道
員
の
努
力
の

た
ま
も
の
な
の
だ
な
と
実
感
し

た
と
体
験
談
を
語
っ
て
く
れ
た
。

鉄
道
利
用
者
の
感
覚
と
し
て

Ｊ
Ｒ
は
民
営
化
し
て
サ
ー
ビ
ス

が
悪
く
な
っ
た
。

自
分
の
最
寄
駅
も
客
が
そ
れ

な
り
に
居
る
と
思
っ
て
い
た
が

窓
口
閉
鎖
に
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い

る
等
を
語
っ
た
。

そ
の
後
、
退
出
せ
ず
に
最
後

ま
で
委
員
会
に
参
加
さ
れ
た
。

西
日
本
本
部
植
田
委
員
長
が
、

25
春
闘
、
エ
リ
ア
委
員
会
の
報

告
、
安
全
問
題
、
組
織
強
化
・

拡
大
等
を
報
告
さ
れ
た
。

議
題
に
入
り
、
当
面
の
闘
争

方
針
（
案
）
を
青
山
書
記
長
が

提
案
し
た
。

方
針
案
の
討
論
は
、
４
名
の

委
員
・
分
会
代
表
が
発
言
し
た
。

討
論
で
は
、
24
春
闘
の
取
り

組
み
、
ロ
ー
カ
ル
線
問
題
、
効

率
化
施
策
、
組
織
拡
大
、
グ
ラ

ン
ド
シ
ニ
ア
問
題
、
職
場
で
の

様
々
な
問
題
等
活
発
な
議
論
が

行
わ
れ
、
西
日
本
本
部
・
地
方

本
部
応
答
が
行
わ
れ
、
書
記
長

集
約
で
は
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Ｊ
Ｒ
の
安
全
輸
送
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確
立
、
人
減
ら
し
合
理
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地
方
本
部
は
、
2
月
22
日
に
第
１
４
７
回
拡
大
地
方
本
部
委
員
会
を
開
催
し
た
。

２
０
２
５
春
闘
に
お
け
る
賃
上
げ
と
労
働
条
件
改
善
、
組
織
の
強
化
・
拡
大
、
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
反
対
・

駅
の
無
人
化
反
対
な
ど
に
全
力
を
上
げ
る
こ
と
な
ど
、
当
面
す
る
闘
争
方
針
を
決
定
し
た
。
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全
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を
上
げ
る
こ
と
な
ど
、
当
面
す
る
闘
争
方
針
を
決
定
し
た
。

25
春
闘

相
次
ぐ
物
価
上
昇
に

よ
り
、
実
質
賃
金
は
下

が
り
続
け
、
生
活
は
ギ

リ
ギ
リ
の
状
況
で
あ
る
。

声
を
あ
げ
ず
、
何
も
し

な
け
れ
ば
私
た
ち
の
生

活
が
改
善
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
要
求

に
自
信
を
も
っ
て
、
25

春
闘
を
闘
い
１
７
，
０

０
０
円
を
勝
ち
取
ろ
う
。

公
共
交
通
を
守
り
、

安
全
を
確
保
す
る

課
題ロ

ー
カ
ル
線
を
め
ぐ

る
動
き
は
、
大
き
な
節

目
を
迎
え
、
芸
備
線
の

「
再
構
築
協
議
会
」
が

設
置
さ
れ
、
昨
年
３
月

26
日
に
初
会
合
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

福
知
山
脱
線
事
故
か

ら
20
年
が
経
っ
た
が
今

だ
に
事
故
等
は
減
っ
て

は
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

安
全
安
心
輸
送
で
働

き
や
す
い
職
場
を
つ
く

る
事
が
重
要
で
あ
り
ま

す
。会

社
を
追
及
し
な
が

ら
本
当
に
安
心
し
て
働

け
る
職
場
環
境
を
構
築

し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

組
織
強
化
・
拡
大

国
労
運
動
を
継
承
し

次
世
代
に
運
動
と
組
織

を
残
し
て
い
く
た
め
に

奮
闘
す
る
。
地
本
は
全

国
の
仲
間
と
共
に
国
労

運
動
を
前
に
進
め
て
い

く
。
「
動
き
な
く
し
て

拡
大
な
し
」
を
合
言
葉

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

他
労
組
の
仲
間
と
関
わ

り
粘
り
強
く
、
や
っ
て

い
こ
う
。
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対
、
労
働
条
件
改
善
・
権
利
確
立
の

取
り
組
み
、
25
春
闘
、
合
理
化
に
対

す
る
取
り
組
み
、
組
織
強
化
・
拡
大

等
を
集
約
し
、
当
面
の
闘
争
方
針
案

が
全
体
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
委
員
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
、

小
林
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

終
了
し
た
。

今
日
、
発
言
し
て
く
れ
と
さ
っ
き

言
わ
れ
何
も
考
え
て
無
か
っ
た
と
場

の
雰
囲
気
を
和
ま
せ
な
が
ら
も
職
場

の
状
況
を
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

手
当
が
増
え
た
の
は
良
い
が
業
務

を
兼
務
し
て
シ
ニ
ア
な
の
に
現
職
と

同
じ
仕
事
量
で
忙
し
い
の
に
給
料
が

大
幅
に
減
っ
て
割
合
わ
な
い
。

中
途
一
年
目
の
社
員
と
シ
ニ
ア
で

賞
与
が
２
倍
か
ら
差
が
あ
っ
て
困
る
。

新
見
地
区
の
組
合
員
が
増
え
て
掲

示
板
が
で
き
ま
し
た
！
と
喜
ん
で
い

た
の
も
束
の
間
、
今
年
の
ダ
イ
ヤ
改

正
で
新
見
列
車
区
の
車
掌
が
岡
山
車

掌
区
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
。

で
も
変
わ
り
に
岡
山
車
掌
区
に
掲

示
板
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
。

ど
の
区
所
も
人
が
足
り
な
く
勤
務

変
更
だ
ら
け
で
あ
る
が
勤
務
変
更
時

の
時
間
問
題
は
解
決
し
た
の
か
？

新
見
列
車
区
車
掌
が
７
名
か
ら
-7

名
に
な
り
岡
山
車
掌
区
車
掌
も
-8
名

と
な
り
ま
す
。
新
型
２
２
７
系
の
電

車
が
増
え
て
き
て
ワ
ン
マ
ン
運
転
が

主
流
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

人
員
削
減
で
車
掌
の
仕
事
が
無
く

な
る
の
で
は
な
い
か
。

実
動
人
員
が
少
な
い
の
で
年
休
申

込
み
し
て
も
年
休
が
出
な
い
し
人
が

少
な
い
の
で
休
め
な
い
状
況
で
あ
る
。

駅
、
職
場
の
至
る
所
の
エ
ア

コ
ン
が
壊
れ
て
い
る
！

設
備
を
直
し
て
環
境
を
良
く

し
て
く
れ
。
若
い
人
員
が
入
っ

て
も
技
術
継
承
す
る
事
も
な
く

移
動
に
な
り
人
が
足
り
な
い
。

係
長
が
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
等

の
仕
事
を
や
る
程
人
手
不
足
で

あ
る
。
乗
務
員
の
グ
ラ
ン
ド
シ

ニ
ア
採
用
を
し
て
下
さ
い
。
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掲
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？
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７
名
か
ら
-7

名
に
な
り
岡
山
車
掌
区
車
掌
も
-8
名

と
な
り
ま
す
。
新
型
２
２
７
系
の
電

車
が
増
え
て
き
て
ワ
ン
マ
ン
運
転
が

主
流
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

人
員
削
減
で
車
掌
の
仕
事
が
無
く

な
る
の
で
は
な
い
か
。

実
動
人
員
が
少
な
い
の
で
年
休
申

込
み
し
て
も
年
休
が
出
な
い
し
人
が

少
な
い
の
で
休
め
な
い
状
況
で
あ
る
。

駅
、
職
場
の
至
る
所
の
エ
ア

コ
ン
が
壊
れ
て
い
る
！

設
備
を
直
し
て
環
境
を
良
く

し
て
く
れ
。
若
い
人
員
が
入
っ

て
も
技
術
継
承
す
る
事
も
な
く

移
動
に
な
り
人
が
足
り
な
い
。

係
長
が
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
等

の
仕
事
を
や
る
程
人
手
不
足
で

あ
る
。
乗
務
員
の
グ
ラ
ン
ド
シ

ニ
ア
採
用
を
し
て
下
さ
い
。
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書
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長
集
約

書
記
長
集
約

２
名
の
地
方
委
員
と
２
名
の
分
会

代
表
か
ら
発
言
を
受
け
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

①
Ｊ
Ｒ
の
安
全
を
守
り
公
共
交
通
を

守
る
闘
い
に
つ
い
て

駅
の
窓
口
閉
鎖
・
無
人
化
、
ロ
ー

カ
ル
線
を
守
る
取
り
組
を
地
方
本
部

と
し
て
は
こ
の
間
、
街
頭
で
声
を
出

し
て
足
を
使
う
行
動
を
主
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

芸
備
線
の
再
構
築
協
議
会
が
設
置

さ
れ
、
１
年
が
経
過
し
た
。
私
た
ち

に
出
来
る
こ
と
は
、
限
ら
れ
て
い
ま

す
が
限
ら
れ
た
行
動
を
ど
れ
だ
け
精

一
杯
取
組
む
か
が
大
事
で
あ
る
と
考

え
る
。

当
面
は
、
３
月
４
日
の
「
春
闘
勝

利
！
芸
備
線
を
存
続
さ
せ
公
共
交
通

を
守
る
街
宣
行
動
」
「
新
見
市
と
の

意
見
交
換
」
そ
し
て
事
故
か
ら
20
年

と
な
る
４
月
25
日
は
「
４
・
25
福
知

山
線
脱
線
事
故
を
問
う
行
動
」
を
取

り
組
ん
で
い
く
。

②
25
春
闘
の
闘
い
に
つ
い
て

25
春
闘
を
前
に
し
て
地
方
本
部
は

「
ス
ト
ラ
イ
キ
戦
術
行
使
の
要
請
」

を
中
央
戦
術
委
員
会
と
中
央
執
行
委

員
会
に
提
出
し
た
。

全
国
大
会
で
決
定
し
た
ス
ト
ラ
イ

キ
権
を
含
む
戦
術
を
地
方
本
部
と
し

て
、
実
行
し
て
行
く
為
に
執
行
部
が

先
頭
に
な
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

労
働
組
合
の
賃
上
げ
を
求
め
た
本

気
の
闘
い
は
、
必
ず
共
感
を
得
る
と

思
っ
て
い
る
。

25
春
闘
の
取
り
組
は
、
「
３
・
１

県
労
会
議
春
闘
総
決
起
集
会
」
へ
の

参
加
と
「
３
・
13
西
日
本
本
部
総
行

動
」
に
参
加
し
て
い
く
。

西
日
本
総
行
動
に
は
、
最
大
限
の

参
加
の
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。

物
価
高
騰
が
止
ま
ら
な
い
中
で
、

１
７
，
０
０
０
円
を
勝
ち
取
ろ
う
！

③
組
織
強
化
・
拡
大
に
つ
い
て

ま
ず
、
地
方
本
部
組
織
の
在
り
方

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
い
ま
議

論
し
て
い
る
。
詳
細
は
、
西
日
本
本

部
組
織
検
討
委
員
会
で
議
論
さ
れ
ま

す
が
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

組
検
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

組
織
拡
大
の
状
況
は
、
全
国
大
会

以
降
、
７
名
の
仲
間
が
国
労
加
入
を

決
意
さ
れ
て
い
る
。
西
日
本
本
部
内

で
は
、
３
名
が
決
意
さ
れ
て
い
る
。

Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｕ
の
登
録
に
つ
い
て

で
す
が
今
日
も
登
録
に
必
要
な
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
持
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、

ま
だ
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
是

非
登
録
を
お
願
い
す
る
。

④
反
戦
・
反
核
・
反
原
発
の
闘
い

今
年
の
日
本
原
集
会
で
も
「
被
団

協
」
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し

た
こ
と
を
喜
び
合
い
日
本
は
こ
の
こ

と
を
真
正
面
か
ら
受
け
止
め
る
べ
き

と
訴
え
た
。

日
本
原
駐
屯
地
で
は
、
７
回
目
と

な
る
米
軍
単
独
訓
練
が
３
月
に
行
わ

れ
る
事
に
対
し
て
、
絶
対
に
容
認
で

き
な
い
と
訴
え
た
。

私
た
ち
の
身
近
で
こ
う
し
た
危
険

な
動
き
が
出
て
き
て
い
る
が
、
共
闘

の
仲
間
と
共
に
行
動
し
て
い
き
た
い
。

以
上
４
点
に
つ
い
て
集
約
と
し
ま

す
。当

面
す
る
春
闘
の
取
り
組
み
を
皆

で
行
動
し
て
行
こ
う
。
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